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研究成果の概要（和文）： 

 本研究では当初の目的に沿って、フランスを中心とする近代ヨーロッパ文学およびその周辺
テクストを、「人種」をキーワードとして読み解き、初期人類学や博物学などの「学」が成立し
ていく過程で、「人種」概念がどのように「科学的」ディスクールとして編み込まれていくかを
検証した。また、そうした「人種」概念が、実際に「黒人」や「東方」といった他者表象にど
のような影響を与えたかについて論考を加えた。さらに植民地における人種混淆の問題、「人間
観察家協会」やその他の科学者団体の文化的位置、それらと文学者の関係についても基礎的な
研究を行った。 
 
研究成果の概要（英文）： 
 According to our investigation program consisting of rereading theoretical works of 

natural history and anthropological thoughts published in the 18th and 19th century, we 

clarified the process of formation of the concept of “race” with a scientific status, and its 

cultural repercussions on the representation of “Black” and “Orient” in French literary 

works in the 19th century. 

  We also made a basic study of the “philomatic societies” such as “Société des 

Observateurs de l’homme ” (high-level multidisciplinary scientific and philosophical 

society), in order to examine their relationship with the development of colonial ideologies.  
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１．研究開始当初の背景 

グローバル化が加速し、「共生」があたか

も時代のキーワードであるかのように叫ば

れるなか、異文化間での相互理解や多様な文

化の共存は、達成に向かうどころかむしろそ

の基盤の脆弱さを露呈しつつある。これはＥ

Ｕにおいても同様で、国家を越えた理想的な

共同体を標榜する理念とは裏腹に、民族・人

種間での文化的対立や軋轢は時を経るにし

たがって目立つようになった。局所的には紛

争を起こす事態にさえなっており、ＥＵとい

えども多文化の共存がいかに難しいもので

あるかを物語っている。 

本研究は、今日のＥＵが抱えるこうした問

題のうち、とくに移民やマイノリティなどの

文化的対立を考えるための基礎研究の一つ

として構想された。ヨーロッパ文学研究に

「共生」の観点を持ち込み、文明的衝突と共

生への志向が文学においてどのように表象

されてきたかを探ることによって、紛争や対

立の背後にある文化構造を明らかにしよう

とするものである。具体的には、文学テクス

トを「対立」と「共生」の視点から読み直し、

18 世紀以降、異文化間の対立や衝突の表象

がどのように形成されてきたのかを歴史的

に考察することを課題とした。 

これまでも文学研究のなかに、オリエンタ

リズム批判やポスト=コロニアリズムの流れ

をくむ批評として、こうした文化的対立を抉

り出すものはあった。しかしながら、「科学」

としての「人種」や「民族」といった概念が

どのように形成されてきたのか、それが同時

代の文学テクストにどのような影響関係を

もつのか、また、文学という地平で、たとえ

ば「他者」としての「トルコ」（オスマン帝

国）はどのように表象されてきたのか、とい

った具体的で実証的な検討がはじまったの

はごく最近である。国民国家の発達と植民地

主義の伸張に歩調をあわせるように「人種」

の「科学的」概念を膨張させてきた西洋社会

は、第二次世界大戦を境に「人種」という用

語自体が差別的なコノテーションをもつよ

うになるなか、あらゆる領域でこれを遠ざけ

るようになり、結果として 18 世紀から 19

世紀における「人種」概念に関する研究が十

分なされてこなかったからである。近年、よ

うやくツヴェタン・トドロフ、クロード・ブ

ランケール、サルガ・ムサらによって「人種」

や人種問題のいわば考古学的解明が緒につ

いたばかりであり、実証的な総合的研究が待

たれていた。 

 

 

２．研究の目的 

本研究は、「共生」の実現を阻害する要因

を歴史文化的な次元から解明しようするも

のであり、18 世紀後半から第二次世界大戦

までのフランス語圏の文学テクスト（補完的

にドイツ語圏のそれを含む）を主たる資料体

とし、そこにあらわれた「人種」観と「文化」

のかかわりを探ることを目的とした。 

具体的に設定した課題は、以下の２点であ

る。 

(1)  近代的な意味での「人種」概念の成立

およびその 19 世紀的展開と第二次世界大戦

下の人種政策にいたるまでの人種理論の再

検討。 

ビュフォン、モンテスキュー、ヴォルテー

ル、ゴビノー、ルナンらの所論や、ドイツの

フォルスターからナチスにいたる人種論、さ

らにラーヴァターの観相学、ガルやポール・

ブロカの骨相学にみられる人種観も含めて

検討することを目標とした。 

(2) 「人種」にまつわる感性的側面の研究。 

文学テクストを中心に「人種」にかかわる
記述を調査し、人種的差異に対するそれぞれ
の作家の情動的反応や心理的態度を分析す
ることで、「人種」がどのような感性をヨー
ロッパ人に植えつけてきたかを究明しよう
とするものである。主として 18、19 世紀に
かけてフランスで数多く産み出された旅行
記のテクスト（部分的にカール・マイの『オ
リエント旅行物語』のようなドイツのテクス
トも含まれる）を検討の対象とした。 

このなかでとくに焦点化されたのは、形成
されていく「人種」観念が、どのような「黒
人」および「トルコ」といった他者表象をつ
くりだしていくかという点である。 

 

 

３．研究の方法 

研究方法としては、基本的に文献学的調

査とテクスト分析を中心とした。対象とな

った文献は、直接「人種」論にかかわる理

論的著作、旅行記を中心とする文学作品で

ある。黒人や東洋人を描いた図像や美術資

料も補足的に活用した。 

(1) まず、順序として理論的文献を蒐集し、

その読解をとおして「人種」理論の「科学

化」の道程を跡づけた。具体的には、「人種」

race という語の語義変遷、ビュフォン、ブ

ルーメンバッハなどの博物学・分類学的な

理論形成過程が検討され、モンテスキュー

やヴォルテールなどの政治・文化的なディ

スクール、カンパー、キュヴィエ、ガル、



ブロカなどの解剖学・骨相学的な論説が分

析された。 

(2) つぎに、それが文学的著作にどのよ

うに反映しているかを検証するために、ヴ

ォルネー『シリア・エジプト紀行』、シャト

ーブリアンの『パリからエルサレムへの旅

程』、さらにはラマルチーヌやネルヴァルの

『東方紀行』などの紀行文学テクストを分

析し、そこにあらわれるエキゾティシズム

とナショナリズムの関係を精査しつつ、と

くに「トルコ」と「黒人」のイメージ（表

象）を抽出して調査した。さらに同時代の

美術作品にも目を配って比較検討を試みた。 

(3) これと並行して、現在ＥＵ圏での移民

やマイノリティの問題の実情を知るために、

フィールドワークとして現地聴き取り調査

（インタビュー）やビデオ資料の収集にあ

たった。これは、文献による歴史的研究と

今日的問題とを意識的に結びつける目的で

なされたものである。 

 

 

４．研究成果 

(1) フランス語およびドイツ語圏における

「人種」論についての基本的な文献、人種論

の発達に深く関係した初期人類学の成立過

程にかかわる資料を集中的に蒐集すること

ができた。また、19世紀において人種分類に

も大いに活用されたF. J. ガルからP. ブロ

カにいたる骨相学の系譜についてもかなり

の資料をそろえた。この分野は人文学ではい

まだにほとんど研究されていない。 

(2) これらの文献の読解を通して明らかに

なったのは、18世紀半ば以降、人種論がしだ

いに「科学的」ディスクールへと変換されて

いくなかで、骨相学や人類学といった新しい

「科学」が生みだされ、19世紀になると、そ

のもとに少なからぬ科学者集団（sociétés 

philomatiques）が誕生してくること、そし

てこれらの集団には同時代の多くの知識人

が関与し、結果として当時の政治やイデオロ

ギーの形成とも無視できない関係を結んで

いた、という点である。とくに初期人類学の

誕生との関係のなかで人種理論をとらえな

おす意図のもと、19世紀初頭に存在した「人

間観察家協会」Société des Observateurs de 

l’homme に焦点をあて、この団体が18世紀

の啓蒙主義的ヒューマニズムと植民地主義

イデオロギーのあいだに位置することを明

確にした（柏木治、「『人間観察家協会』と初

期人間学的まなざし」、『関西大学東西学術研

究所創立六十周年記念論文集』所収）。 

また、19世紀前半期における骨相学の特異

な流行についても、その時代の文化的コンテ

ストとあわせて再検討した（柏木治、「文化

イデオロギーのなかのphrénologie (1) ― フ

ランス王政復古期から七月王政へ」、『文學論

集』所収）。 

(3) さらに、人種に対する科学的関心が、

植民地での血の混淆、すなわち婚姻問題に影

響している点についても検証した。これはジ

ェンダー問題とも深く関わる事象で、『ヨー

ロッパ・ジェンダー文化論―女神信仰・社会

風俗・結婚観の軌跡』（柏木治、浜本隆志他

編、明石書店）はその成果のひとつである。

このなかで研究代表者は、とくに17～18世紀

のフランス植民地における異人種婚（および

同棲）に光をあてるとともに、人種混淆の表

象とその社会的影響について、また、人種階

梯に関する「科学的」イデオロギーと男女間

の序列的位置づけとの相関性について、それ

ぞれ明らかにした。また研究分担者は、ヨー

ロッパ内部でのさまざまな女性の表象分析

をとおして、近代における「他者」へのまな

ざしの基本的な構造を明らかにしようとし

た。 

(4) 一方、こうした科学的ディスクールが

具体的に文学テクストのなかにどのような

影響を及ぼしているかについては、資料が膨

大であるために、その成果が十分に具体化さ

れたとは言えないが、いくつかのことが明ら

かになりつつある。 

まずイスラーム世界との関係については、

研究実施計画に挙げていたヨーロッパにお

ける「他者」としての「トルコ」の表象を追

いつつ、モンテスキュー以降の「東洋的専制

」にまつわるさまざまな言説を再検討した。

その過程で、オスマン帝国内で通訳として活

動した一群の人びと（東方通詞）、さらには

そうした人材を養成する機関（「言語少年学

校」）にあらたに光をあてることができた（

柏木治、「『言語少年』と東方通詞」、『仏語仏

文学』所収）。これはこれまであまり言及さ

れてこなかった領域で、少なくとも日本では

まったくといっていいほど研究された形跡

がない。 

もうひとつの表象分析の対象であった「黒

人」のイメージについても、資料収集と読解

といった基礎作業に追われて具体的な成果

を提示するには至っていないが、16世紀以来

、ヨーロッパにおける黒人に対する「まなざ

し」がどのような変遷をたどってきたか、と

くに18世紀後半以降、植民地イデオロギーの

形成と奴隷制廃止運動が同時進行していく

なかで、黒人表象がどのように変化していく

かについて、今後の研究にむけての基本的枠



組をつくることができた。 

(5) 最後に、ここ数年来定期的に実施して

きた現地調査からは、前述の歴史的な文献研

究とは位相を異にするとはいえ、同じ問題意

識の延長にあるアクチュアルなＥＵの諸問

題に迫ることができた。研究分担者が中心と

なった『最新ドイツ事情を知るための50章』

（浜本隆志他編、明石書店）、『ドイツのマ

イノリティ』（同）、「ドイツにおける移民

問題」（浜本隆志、口頭発表）はその成果の

一端である。 

 

過去三年間の研究を総括すると、大略以上
のようになるが、これまでの研究成果にいち
おうの「まとめ」をつける意味で、1. 初期
人間学と人種論の展開、2. 世界の読解と科
学的ディスクール、3. 文学テクストにみる
エキゾティシズムとゼノフォビア（外国人嫌
悪）、4. ＥＵへのパースペクティヴとパラド
クス、という論点を軸に近々書物にまとめ、
刊行したいと考えている。 

なお、今期の研究で形ある成果として示せ
なかったテーマ、すなわち文学テクストにお
ける「トルコ」および「黒人」（奴隷を含む）
の表象については、今後さらに研究を継続し
ていくとともに、東方世界との仲介になった
「東方通詞」に関しても、あらたな研究体制
を組みたいと考えている。本研究は「挑戦的
萌芽研究」であり、今後の研究にむけていく
つかの新しい出発点を見いだすことができ
たことは意義深いといえるだろう。 
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